
様式 16 
 

相澤病院を受診された患者さんへ 
 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 

本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用または提供さ

れることを希望されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせ下さい。 

研究課題名 
（研究番号） 

当院における外歯瘻症例の後方視的検討：救急外来で経験した超高齢上

顎例を契機として 

（承認 No. 2026-004 ）      

当院の研究責任者 
（所属・職名・氏名） 

救命救急センター・医長・杉本龍 

他の研究機関および 

各施設の研究責任者 
なし 

本研究の目的 

この研究は、当院で「外歯瘻（歯の感染が原因で、顔の皮膚に膿が出る

道ができる病気）」と診断された患者さんの診療記録を調べ、年齢や性

別、原因となった歯の場所（上あご・下あご）、皮膚病変の場所、診断

までにかかった日数、最初に受診した診療科、CTの所見などをまとめる

ものです。 

外歯瘻は、頬やあごなどの皮膚の腫れ・膿として見えることがあり、歯

の治療が必要です。この研究により、同じような症状の患者さんを早く

見つけ、適切な歯科治療につなげることを目指します。 

調査データ 

該当期間 
2000年 1月 1日～2026年 2月 28日までの情報 

研究の方法 
（使用する試料等） 

上記期間中に、当院で診断名に「外歯瘻」と記載された患者さんの診療

記録を、過去にさかのぼって確認します。新たに検査や受診をお願いす

ることはありません。診療記録から、年齢、性別、原因となった歯の場

所（上あご・下あご）、皮膚病変の場所、最初に受診した診療科、診断

までにかかった日数、CTの所見などを調べます。研究に用いるデータは

完全匿名化し、個人が特定されないようにして学会などで発表すること

があります。 

●研究期間：2026 年 4 月 8 日～ 2028年  4  月 1 日  

試料/情報の 

他の研究機関への提供 

および提供方法 

他の機関への試料・情報の提供はありません 

個人情報の取り扱い 

利用する情報から個人の氏名、生年月日、 電話番号、また診療情報等、

個人を識別できる情報などの個人情報を削除して患者さんを直接特定

できる情報は削除致します。また、研究成果は学会で発表を予定してい

ますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用しません。 

本研究の資金源 

（利益相反） 

本研究に関連し開示すべき利益相反関係にある企業等はありません。 

 

お問い合わせ先 
相澤病院 救命救急センター 医長 杉本龍 

Tel：0570-03-3600(代表) 

備考 
 

 

 


